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1 lim
(x,y)→(0,0)

x2y

x2 + 2y2
の極限値が存在するならばその値を

求め, 存在しないならばその理由を述べなさい.

2 次の関数 f(x, y) の 2次偏導関数を求めなさい.

(1) f(x, y) = x2 + 3xy2 − 4y2

(2) f(x, y) = y exy

3 f(x, y) = log(x2 + y2) の全微分を求めなさい.

4 関数 f(x, y) = x3 − 9xy + y3 + 9 の極値を求めなさい.



 

5 F (x, y) = x2 +2xy− y2 +8 に対し, F (x, y) = 0 の陰関
数を y = f(x) とおく. このとき, 次の問に答えなさい.

(1) 導関数 f ′(x) を x と y を用いて表しなさい.

(2) f(x) の極値を求めなさい.

6 次の 2重積分を求めなさい.

(1)

∫ 2

1

∫ 1

0
(2x− y) dx dy

(2)

∫ 1

0

∫ x

0
x2y dy dx

(3)

∫∫

D
(x+ y)ey dxdy D : 0 ≤ x ≤ 1, −x ≤ y ≤ 0



 

7 Dを不等式 x2 ! y ! x

2
を満たす領域とする. このとき,

∫∫

D
xy dxdy

を求めなさい.


